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3月の説教者

1 日　四旬節第1主日
プルム・アーノルド

（瑞浪教会）
8 日　四旬節第2主日

北村　雅彦
（聖心教会）

15日　四旬節第3主日
長谷川　潤

（富山地区）
22日　四旬節第4主日
テットホール・ベルナルドウス

（城北橋教会）
29日　四旬節第5主日

島袋　幹男
（押切教会）

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の
日�

３
月
13
日
金
曜
日

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
子
ど
も
に
対
す
る
教
会
の
メ
ン
バ
ー
の
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
意
識
で
き
る
よ
う
に

「
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の
日
」
を
設
け
る
よ
う
全
世
界
の
司
教
団
に
通
達
し
た
。

　

日
本
の
教
会
は
、「
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の
日
」
を
四
旬
節
第
二
金
曜
日
と
定
め
、
祈

り
と
償
い
、
被
害
者
の
痛
み
を
学
ぶ
機
会
と
し
た
。
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処
刑
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
祈
る

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
が

栄
国
寺
（
名
古
屋
市
中
区
）

境
内
で
2
月
1
日
に
行
わ

れ
、
暖
冬
と
は
い
え
風
の
冷

た
さ
が
身
に
沁
み
る
中
、
約

150
人
が
参
加
し
た
。

殉
教
者
祭
を
始
め
る
に
当

た
り
、
全
員
で
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
の
苦
し
み
の
神
秘
を
唱

え
、
続
い
て
野
村
純
一
名
誉

司
教
の
主
司
式
、
4
人
の
司

祭
の
共
同
司
式
で
殉
教
者
顕

彰
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
の
初
め
に
野
村
司
教

は
、
こ
の
地
が
江
戸

時
代
初
期
ま
で
処
刑

場
だ
っ
た
こ
と
に
ふ

れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の

み
な
ら
ず
処
刑
さ
れ

た
多
く
の
人
々
の
た

め
に
祈
り
た
い
と
述

べ
た
。
ま
た
こ
の
地

を
守
り
続
け
て
い
る

歴
代
の
住
職
に
感
謝
を
伝
え

た
。
そ
し
て
、
殉
教
者
の
信

仰
に
な
ら
い
、
私
た
ち
が
今

の
世
界
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト

の
福
音
を
伝
え
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
次
ぎ
を
願
っ
た
。

説
教
は
浅
井
太
郎
神
父

（
岡
崎
教
会
）
が
行
い
、
そ

の
中
で
濃
尾
崩
れ
の
殉
教
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
浅
井
神
父
は
、
キ
リ
ス

ト
の
教
え
に
反
対
す
る
と
い

う
よ
り
も
、
当
時
の
為
政
者

の
都
合
に
よ
る
固
定
観
念
や

思
い
込
み
が
、
外
国
に
対
す

る
不
安
、
恐
怖
と
な
り
、
こ

の
地
方
合
わ
せ
た
だ
け
で

も
２
千
人
を
超
す
大
き
な
迫

害
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
加
え

た
。

ミ
サ
の
終
り
に
野
村
司
教

は
灌
水
と
献
香
で
殉
教
者
顕

彰
碑
の
祝
福
を
行
い
、
続
い

て
参
加
者
全
員
で
献
花
を
し

た
。
現
住
職
の
若
松
一
雅
さ

ん
は
挨
拶
の
中
で
、
キ
リ
シ

タ
ン
と
栄
国
寺
に
つ
い
て
の

英
語
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

3
月
に
で
き
上
が
る
こ
と

と
、
名
古
屋
市
の
中
学
生
の

副
読
本
に
も
載
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

栄
国
寺
が
建
て
ら
れ
る

前
、
こ
の
地
は
処
刑
場
で
あ

り
、
１
６
６
４
年
に
約
200
人

の
キ
リ
シ
タ
ン
が
処
刑
さ
れ

た
。
当
時
の
藩
主
、
徳
川
光

友
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
寛
大
で

あ
っ
た
が
、
段
々
厳
し
く
な

る
幕
府
に
逆
ら
え
な
く
な

り
、
つ
い
に
処
刑
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に

心
を
痛
め
た
光
友
は
キ
リ
シ

タ
ン
の
霊
を
弔
う
た
め
、
こ

こ
に
庵
を
造
り
こ
れ
が
後
の

栄
国
寺
と
な
っ
た
。

名
古
屋
教
区
で
は
、
毎
年

２
月
の
第
一
土
曜
日
に
教
区

殉
教
者
祭
を
行
っ
て
い
る
。

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉

教
者
の
記
念
ミ
サ
が
２
月
１

日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会

の
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
２
０

１
７
年
の
列
福
後
、３
回
目
。

北
陸
３
県
の
司
祭
、修
道
者
、

信
徒
ら
約
80
人
が
右
近
の
足

跡
に
思
い
を
は
せ
、
信
仰
を

強
め
る
心
を
新
た
に
し
た
。

ミ
サ
は
名
古
屋
教
区
長
の

松
浦
悟
郎
司
教
と
北
陸
３
県

の
司
祭
合
わ
せ
て
10
人
の
共

同
司
式
で
捧
げ
ら
れ
た
。
金

沢
教
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
高
山

右
近
讃
歌
「
光
は
今
も
」
が

歌
わ
れ
る
中
、
司
祭
団
が
入

堂
し
、
松
浦
司
教
が
聖
堂
に

安
置
し
て
あ
る
右
近
の
聖
遺

物
に
献
香
し
た
。

説
教
で
、
金
沢
教
会
助

任
司
祭
の
九
里
彰
神
父

は
、
26
年
間
、
加
賀
・
能

登
で
過
ご
し
た
右
近
に
つ

い
て
、
彼
の
栄
光
と
は
こ

の
世
の
価
値
で
は
な
く
、

キ
リ
ス
ト
の
姿
を
生
き
抜

い
た
生
涯
だ
っ
た
と
説
い

た
。こ

の
日
は
金
沢
教
会
で

北
陸
３
県
の
侍
者
研
修
会

も
開
か
れ
、
受
講
し
た
児

童
生
徒
６
人
が
ミ
サ
で
祭

壇
奉
仕
を
務
め
た
。
ま
た

金
沢
市
内
の
キ
リ
ス
ト
教

会
の
牧
師
ら
３
人
も
参
列

し
、
と
も
に
歌
い
、
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。
ミ
サ
献
金

は
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
の
列
聖

祈
念
募
金
に
送
ら
れ

る
。
ミ
サ
後
、
金
沢

教
会
信
徒
会
館
ロ

ビ
ー
で
茶
話
会
が
開

か
れ
、
参
列
者
は
温

か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
懇
談
の

輪
を
広
げ
た
。

金
沢
教
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
讃
歌

「
光
は
今
も
」
響
き
わ
た
る

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者
・
記
念
ミ
サ
　

性虐待被害者のための�
祈りと償いの集い

　名古屋教区では祈りと償いの集いを行います。それぞれ
の小教区でも心を合わせてお祈りください。
日　時　3月8日（日）11：00～
場　所　カトリック平針教会
　　　　日進市赤池町西組116
　　　　9：30　松浦悟郎司教司式ミサ
プログラム
　　　　司会　Sr. フィデス・キム
　　　　11：00　開会挨拶
　　　　11：10　・�祈りと償い日～性虐待問題と 

教会の取り組み～　宮本信代
　　　　　　　　・カトリック教会の取り組み　小瀬木尚美
　　　　　　　　・�カトリック名古屋教区　性虐待、性暴力、 

ハラスメント防止決意表明 
� 　司教　松浦悟郎

　　　　12：00　質疑応答
　　　　12：15　祈り
　　　　12：30　閉会
問合せ　名古屋教区セクシャルハラスメント対応委員会
　　　　☎080-2625-4681　（平日10：00～17：00）

説教する浅井神父

説教する九里彰神父

高山右近の聖遺物に献香する	
松浦悟郎司教

侍者研修会に参加した生徒6人

献花をする若松住職（左）と野村司教
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

「
何
の
た
め
」
で
な
く
「
誰
の
た
め
」

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
で
　

�
新
成
人
を
祝
う
教
区
新
年
の
つ
ど
い

新
成
人
を
迎
え
て
名
古
屋

教
区
新
年
の
つ
ど
い
が
1
月

19
日
、
布
池
司
教
座
聖
堂
で

行
わ
れ
た
。
参
列
者
は
昨
年

に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
若
さ
あ
ふ
れ
る
12

人
の
新
成
人
の
登
場
で
、
聖

堂
は
明
る
い
華
や
か
な
雰
囲

気
と
な
っ
た
。

松
浦
悟
郎
司
教
の
主
司

式
、
野
村
純
一
名
誉
司
教
と

司
祭
た
ち
に
よ
る
共
同
司
式

で
、
新
成
人
を
祝
う
ミ
サ
が

捧
げ
ら
れ
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
の
中

で
、
去
年
訪
日
し
た
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
の
言
葉
を
取
り

上
げ
て
話
し
た
。

「
主
の
祈
り
で
唱
え
る『
み

国
が
来
ま
す
よ
う
に
』
は
み

国
に
入
れ
ま
す
よ
う
に
、
で

は
な
い
。
パ
パ
様
が
言
う
私

た
ち
の
住
む
共
通
の
家
、
神

の
望
む
国
に
向
か
っ
て
派
遣

さ
れ
て
い
く
使
命
を
し
っ
か

り
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と

で
す
。
世
間
で
は
よ
く
役
に

立
つ
人
間
と
言
わ
れ
る
が
、

教
皇
は
、
何
の
た
め
で
は

な
く
、
誰
の
た
め
に
生
き
て

い
る
の
か
が
大
切
と
言
わ
れ

た
。
目
に
見
え
て
役
に
立
つ

と
か
効
果
が
あ
る
と
か
で
は

な
く
、『
私
を
お
使
い
く
だ

さ
い
』
と
自
分
を
捧
げ
、
神

が
そ
れ
を
使
う
。
こ
れ
を

も
っ
て
具
体
的
な
社
会
、
人

生
の
中
に
入
っ
て
行
く
の
で

す
。」そし

て
リ
オ
の
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
デ
ー
で
教
皇
が
言
っ

た
「
行
き
な
さ
い
、
恐
れ
る

な
、
人
々
に
仕
え
る
た
め

に
」
に
「
主
が
共
に
い
る
か

ら
」
を
付
け
加
え
て
新
成
人

に
贈
っ
た
。

続
い
て
新
成
人
は
揃
っ
て

誓
い
の
言
葉
と
祈
り
を
捧

げ
、司
教
か
ら
祝
福
を
受
け
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
団
発
行
『
命

へ
の
ま
な
ざ
し
』
と
ロ
ザ
リ

オ
が
一
人
一
人
に
渡
さ
れ

た
。
ロ
ザ
リ
オ
は
訪
日
時
に

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
か
ら
司

教
団
に
送
ら
れ
た
今
年
限
り

の
特
別
な
も
の
（
＝
写
真
）

で
あ
っ
た
。

ミ
サ
の
後
、
会
場
を
地
下

ホ
ー
ル
に
移
し
、
祝
賀
会
が

行
わ
れ
た
。
新
成
人
一
人

一
人
の
自
己
紹
介
が
行
わ

れ
た
。「
保
育
士
に
な
り
た

い
」、「
将
来
は
教
師
に
な
り

た
い
」、「
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な

る
」、「
看
護
師
を
目
指
し
て

い
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

抱
負
を
語
っ
た
。
ま
だ
将
来

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
楽

し
く
働
い
て
い
る
現
状
を
語

る
青
年
や
、
言
葉
の
壁
を
持

ち
な
が
ら
も
人
助
け
と
宣
教

活
動
に
熱
意
を
示
す
外
国
籍

の
青
年
な
ど
、
頼
も
し
い
新

成
人
た
ち
の
姿
に
未
来
へ
の

希
望
を
感
じ
た
。

最
後
に
先
輩
に
当
た
る
教

区
青
年
会
の
バ
ン
ド
、
Ａ
・

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
松
浦
司

教
の
ベ
ー
ス
が
加
わ
り
「
Ｗ

Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」「
ア
ー
メ

ン
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
全
員
で
力

い
っ
ぱ
い
歌
い
、
感
謝
と
喜

び
の
う
ち
に
集
い
を
終
え

た
。

正
義
と
平
和
委
員
会
主
催

の
19
年
度
学
習
会
「
サ
ヨ
ナ

ラ
！
『
今
だ
け
，
金
だ
け
、

自
分
だ
け
』」の
第
４
回
「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
『
凄
ま
じ

い
環
境
破
壊
』」
が
１
月
16

日
、
川
本
正
彦
さ
ん
（
リ
ニ

ア
を
考
え
る
愛
知
連
絡
会
）

を
講
師
に
招
き
、
福
信
館
に

て
開
催
し
た
。
以
下
、
報
告

と
感
想
を
記
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
地
球
温

暖
化
は
と
ん
で
も
な
い
速
さ

で
進
ん
で
い
る
。
今
、
行
動

し
な
け
れ
ば
未
来
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
は
言
っ
て

い
る
。「（
来
年
か
ら
の
※
19

年
12
／
11
付
）
10
年
は
私
た

ち
の
今
後
の
未
来
を
定
義
づ

け
る
も
の
で
、
私
た
ち
は
希

望
の
兆
し
を
見
つ
け
る
の
に

必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
」
さ

ら
に
、
次
の
よ
う
に
言
い
、

「
家
は
今
も
燃
え
て
い
る
。

行
動
し
な
い
こ
と
で
炎
が
燃

え
さ
か
っ
て
い
る
」（
20
、１・

23
）
と
世
界
中
の
若
者
た
ち

が
声
を
上
げ
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
去
年
か
ら
の

正
義
と
平
和
委
員
会
主
催
の
学
習
会

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

　『
凄
ま
じ
い
環
境
破
壊
』」

豪
州
の
森
林
火
事
に
よ
り
コ

ア
ラ
な
ど
の
野
生
動
物
が
10

億
匹
犠
牲
に
な
っ
た
と
の
報

道
に
人
々
は
心
痛
め
て
い

る
。
日
本
で
も
近
年
温
暖
化

に
よ
り
、
災
害
が
多
発
し
甚

大
な
犠
牲
者
・
被
害
が
出
て

い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
我

が
国
で
は
環
境
破
壊
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
続
け
て
い

る
。
原
発
・
石
炭
火
力
発
電

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
、
辺
野

古
の
海
の
埋
め
立
て
等
、
そ

し
て
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

（
以
下
、
リ
ニ
ア
）
の
建
設

工
事
だ
。

リ
ニ
ア
に
関
し
て
、
次
の

問
題
点
を
指
摘
し
た
。
技
術

的
未
完
成
、環
境
の
大
破
壊
、

国
民
に
負
わ
さ
れ
る
巨
額
な

資
金
、
東
京
集
中
に
よ
る
一

層
の
地
方
疲
弊
。
ま
ず
、
原

発
の
安
全
神
話
と
同
じ
く
、

利
便
性
、
経
済
効
果
の
期
待

か
ら
沿
線
自
治
体
で
は
熱
狂

的
に
大
歓
迎
、
再
開
発
に
ば

く
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、

電
気
使
用
量
は
「
の
ぞ
み
」

の
３
倍
、
CO2

排
出
量
は
同
４

倍
に
な
る
。
ま
た
、
静
岡
県

の
工
事
認
可
を
し
て
い
な
い

よ
う
に
、
水
の
枯
渇
な
ど
の

環
境・生
態
系
破
壊
の
問
題
、

リ
ニ
ア
技
術
の
未
完
成
に
よ

る
安
全
性
の
問
題
、
特
に
、

南
ア
ル
プ
ス
の
中
央
構
造
線

を
横
切
る
長
さ
250
㎞
、
都
市

部
大
深
度
40
ｍ
、
山
間
部
１

４
０
０
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
走
行

に
よ
る
危
険
性
、
未
解
決
の

事
故
時
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の

避
難
、
発
生
土
の
汚
染
・
処

分
、
さ
ら
に
、
国
民
の
つ
け

に
な
る
莫
大
な
建
設
・
維
持

費
、
そ
し
て
、
乗
り
換
え
の

た
め
名
古
屋
か
ら
東
京
ま

で
「
の
ぞ
み
」
の
所
要
時
間

と
比
べ
て
12
分
し
か
短
縮
し

な
い
、
障
害
者
・
高
齢
者
・

幼
児
に
は
利
用
で
き
な
い
こ

と
、
等
々
、
問
題
は
山
積
し

て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
政
治
家
・
企

業・大
人
た
ち
の
「
今
だ
け
、

金
だ
け
、
自
分
だ
け
」
に
よ

り
原
発
同
様
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
逆
行
で
、
グ
レ
タ
さ

ん
、
若
者
た
ち
、
動
植
物
の

未
来
を
奪
う
犯
罪
で
し
か
な

い
の
で
は
。
グ
レ
タ
さ
ん
た

ち
若
者
ら
、
コ
ア
ラ
の
叫

び
「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

ほ
と
ん
ど
減
っ
て
い
な
い
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
何
も
成
し
遂

げ
ら
れ
て
い
な
い
」
に
ど
う

答
え
る
の
か
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
の
「
人
類
共
通
の
家

で
あ
る
地
球
の
悲
鳴
に
耳
を

傾
け
、
そ
れ
を
保
全
せ
よ
」

（
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト・シ
』）

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う

聞
い
た
の
か
、
リ
ニ
ア
に
沸

く
名
古
屋
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
に
問
わ
れ
て
い
る
。

�

（
正
平
委
・
竹
谷 

基
）

カトリック稲沢教会　キリスト教講座案内
　カトリック稲沢教会では、キリスト教について学ぶ「聖書入門」「教皇文書・社会教
説を読む」の2講座の4月開講にあたり、所属信者に限らず、共に学ぶ仲間を広く募集
します。
　稲沢教会は「名鉄国府宮駅」から300メートル徒歩4分、名鉄名古屋駅からは岐阜行
特急で11分（1時間に4～5本）ととても便利なところにあります。学んでみたいと思
いながらなかなかチャンスのなかった方、はじめて学んでみようと思った方、お待ち
しています。
� 2020年2月
� カトリック稲沢教会主任司祭　早川努神父

◎聖書入門　毎週金曜日午前10時～12時　4月17日開講
　�テキスト：オリエンス宗教研究所編集・発行『聖書入門　四福音書を読む』税込1,980円
　�　旧約46書、新約39書から成り立つ聖書。それらの神のみことばはイエス・キリス

トを通して明らかにされます。聖書を学ぼうと思えば、何はともあれイエス・キリ
ストに学ぶほかありません。また、イエス・キリストを知ろうと思えば福音書を読
むしかありません。しかし、その福音書はなぜか、マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ
と四つもあります。また、同じキリストの誕生を伝える話なのに、マタイとルカで
はまったく異なる物語を伝えています。もう一度初心に戻って、福音書から聖書を
学び直してみませんか。

◎教皇文書・社会教説を読む　毎週土曜日午前10時～12時　4月18日開講
　テキスト：�教皇フランシスコ回勅『ラウダート・シ ともに暮らす家を大切に』
� カトリック中央協議会　税込1,540円
　�　環境問題は、戦争、差別、貧困、経済格差などの人類の罪のしわ寄せによるもの

だということが明らかになり、教皇も最高度の重要性を持つ文書「回勅」で論じる
事態が至りました。なかなか一人では読めない回勅を仲間の感想・意見を聴きなが
ら読むことでいっそう理解が深まります。

お願い　メールかファクスか郵便で〈氏名・電話・メールアドレス・住所・所属教会〉
を書いて参加申込みしてください。希望者にはテキストを用意しますのでご連絡くだ
さい。都合により突然、休講になることがありますが、その際には連絡をいたします。
また、参加者には教会への献金をお願い申し上げます。
問合せ・申込み　早川神父　Email：ttmhykw@yahoo.co.jp ／携帯　090-4790-0035
　　　　　　　　稲沢教会　電話（0587）32-6712／ FAX（0587）32-6713
　　　　　　　　〒492-8137 愛知県稲沢市国府宮3-3-3
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り
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来
を
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た
め

四旬節愛の献金（四旬節中）
　「愛の献金」は、カリタスジャパンを通して海外諸国と日本
各地に送られ、難民や孤児、そして、貧困、失業、飢餓など
に苦しむ多くの人々のいのちを守るために、また彼らの自立
を助けるために使われます。

2020　世界祈祷日のご案内
― ジンバブエからのメッセージ ―

「起き上がりなさい　床をかついで歩きなさい」

日　時　3月6日（金）9：30～12：30
　　　　 9：30　受付開始
　　　　10：00　説明と賛美歌練習
　　　　10：30　�礼拝（6教派で担当） 

松浦悟郎司教の話
　　　　12：30　閉会
会　場　カトリック布池教会
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
主催・担当　信徒使徒職協議会
　　　　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　☎052-933-3435（水曜・土曜午後のみ）

聖霊病院ボランティア講座のご案内
①第29回　聖霊病院ボランティア基礎講座
　日　時　1日目　4月22日（水）13：30～16：00
　　　　　2日目　4月23日（木）10：00～16：00
　会　場　聖霊病院第1・2会議室
②第16期　聖霊病院ホスピスボランティア講座
　日　時　初　日　5月26日（火）13：30～16：00
　　　　　最終日　2021年3月9日（火）13：30～16：00
　　　　　上記期間中で計10回の講座
　会　場　聖霊病院第1・2会議室
申込み　上記①②の締め切りは4月13日（月）
問合せ・申込み先　聖霊病院　☎052-832-1181（代表）
　　　　カトリック社会事業室　矢沢、村木

「黙示録から現代を読み解く」
� 英隆一朗 著　女子パウロ会発行　1,320円（税込）
混迷する社会の中で、キリスト者とし
て、どう生きていったらよいか。教会
はどこに向かっていけばよいか。カト
リック神父の著者が黙示録から、その
道筋を探り、未来への方向性を示す。

【目次】
第1章　�わたしたちに迫りくる崩壊

のきざし
第2章　社会の崩壊のきざし
第3章　�今、わたしたちが心がける

ことは何か
第4章　福音宣教のチャレンジ
第5章　最後の戦い
第6章　�わたしたちの具体的指針として捉えていくために

  �

「じゅうじかのみちゆき」
� 女子パウロ会発行　550円（税込）

イエスさまの受難と死を黙
想する「じゅうじかのみち
ゆき」の祈り。この本では、
復活のできごとまでを含め
た15留を、イラストととも
にたどります。イエスさま
に直接話しかける言葉と祈
りで、「死と復活」という
救いの大きなテーマに親し
み、考えることができます。
十字架を見つめ、イエスさ
まが与えてくださったかぎりない愛を思い起こして祈
りましょう。

光ヶ丘女子高等学校吹奏楽部
第43回定期演奏会

日　時　3月24日（火）17：15開場　18：00開演

場　所　名古屋国際会議場センチュリーホール

　　　　名古屋市熱田区熱田西町1-1

交　通　�名鉄、JR 東海道本線、JR 中央線「金山」駅乗換。

　　　　地下鉄名城線「西高蔵」駅下車2番出口徒歩5分

入場券　指定席　1,000円、自由席　500円

　　　　入場券はチケットぴあ、Pコード：176-005発売中

プログラム　インヴォカシオン、晩夏の歌、

　　　　　　ブラックライト音楽劇

問合せ　光ヶ丘女子高等学校　☎0564-51-5651

　　　　吹奏楽部　日野、鶴田、小林、谷本、高木

東日本大震災・福島原発事故、災害支援金の報告
★�発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　・‌�2011.3. 17（発災後募金開始）から　2020.1. 31までの合計　31,372,073円

☆2020年1月　振込された支援金
　　2件　114,355円　（振込手数料引き去り後の金額）
　　振込ご協力いただいた小教区　　金沢教会　高蔵寺教会

★�名古屋教区の支援金は
　�大阪教会管区震災復興支援プロジェクト、福島での原発被災支援活動されている団体を中心に支援しています。
　引き続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。
　・‌�毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・‌�‌各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記の HP に掲載。
　　http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
※‌�「東日本大震災・災害支援金」と募金の意向を記入願います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426
　　FAX　052-852-1422

新刊案内

英隆一朗『黙示録から現代を読み解く』
女子パウロ会（本体1,200円＋税）

　「現在のカトリック教会の現実を素直に見るならば、絶望的な状況にあると言
えるだろう」。第1章がこんな言葉で始まる本書は、「世の終わりに臨む世界の状
況を語り、信仰者がどのように過ごせばよいかを示唆するために」書かれた黙示
録を、今日に当てはめて読み解いた「警告の書」だ。
　著者である英（はなぶさ）神父はきわめて温厚な方である。そんな神父の、教
会と世界を思う気持ち、ヤバイという危機感が、このあと切々と伝わってくる。
　冒頭の一説には、さらに次のような言葉が続く。
　「教会全体が日曜日の老人クラブのようなありさまである。このままでは司祭も
信徒もさらに高齢化して、結局、消滅してしまうであろう」
　「さらに危機的だと思うのは、そのような状況にあっても、危機意識が欠如し
ていることである。このままではダメだという、追い詰められている意識がなく、
何となく仕方がない状態だとあきらめているかのようだ」
　「教会のメンバーすべてが目を覚ますように、主から望まれているのではない
だろうか」
　この後も、教会と世界のさまざまな危機的問題がこれでもか、これでもかと指
摘されていく。ざっと挙げると、修道会の崩壊、日本の宗教、学校や会社での競
争主義、安保関連法の整備や多くの自死者、ナショナリズムの台頭、テロの頻発
などにみる暴力主義、経済格差の拡大、経済の崩壊、精神疾患の増加、孤独社会、
妊娠中絶、原発や米軍基地の犠牲者、さらには地球温暖化による天変地異。
　これらの問題が「黙示録」のさまざまな象徴から読み取れる。
　さて私たちは、英神父と黙示録によって突き付けられた問題意識を共有し、本
書の示す方向へ舵を取ることができるのだろうか。それが問題だ。� （早川努）

神言修道会終生誓願および�
助祭叙階式のお知らせ

　神言神学院では3人の神学生が終生誓願の恵みを受け、また、
すでに終生誓願会員の2人の神学生と合わせて5人が、名古屋
教区長ミカエル松浦悟郎司教司式のもと、助祭叙階のお恵み
をいただくこととなりました。
終生誓願式
日　時　3月7日（土）10：00～
場　所　神言神学院大聖堂
誓願者　森　智宏
　（3名）篠崎エジルソン
　　　　ジョナサン・レイ・ビリアコルタ
助祭叙階式
日　時　3月14日（土）10：00～
場　所　神言神学院大聖堂
司　式　ミカエル松浦悟郎司教
受階者　マリオ・フランシスコ・チェメ・オワ・ポア
　（5名）マウリアヌス・ファレンティノ・ウィレム・ダクニャ
　　　　森　智宏
　　　　篠崎エジルソン
　　　　ジョナサン・レイ・ビリアコルタ
問合せ　終生誓願・助祭叙階式総務　傍島義雄
　　　　名古屋市昭和区八雲町70-9
　　　　☎052-832-2082

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約73.6％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

611件 29,475,990円
（1月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

《 聖パウロ書院からのご案内 》

「ロザリオの祈り」
　どなたでも気軽にご参加ください。
毎月第2日曜日14：00～（約40分）　
3月8日（日）、4月12日（日）

《 お知らせ 》
　3月30日（月）～4月1日（水）まで書院整理の
ためお休みです。電話の受付もお休みです。尚、
4月2日（木）より通常開店します。迷惑おかけ
しますが、よろしくお願い致します。

主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行
われています。開始時と終了時にミサが行われ
ます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日 
　　　　木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　主税町記念聖堂
　　　　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局
　　　　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父
　　　　携帯電話090-1623-1170

第15回『あとから来る者のために』�
原発勉強会

　原発勉強会も15回目を迎えました。「参加し
てよかった！」と思われること間違いなし。ど
なたでも気軽にご参加ください。
日　時　4月11日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円
主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360
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主
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日
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第
２
主
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日
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害
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め
の
祈
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と
償
い
の
日

15
日
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節
第
３
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日
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日
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４
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日
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５
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９
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６
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生
会
／
教

区
・
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

祈
り
と
償
い
の
集
い

10
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

の
会

11
日
㈬	

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
の
日
＊

13
日
㈮	

正
義
と
平
和
定
例
会

14
日
㈯	

神
言
会
叙
階
式
＊

15
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

17
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

19
日
㈭	

ブ
ラ
ジ
ル
司
牧
者
の
集
い
＊

20
日
㈮
㈷�

司
祭
・
修
道
者
金
銀
祝
の
祝

い
＊

21
日
㈯	

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

21
日
㈯
～
22
日
㈰　

青
年
委
員
会
・
Ｗ
Ｙ

Ｄ
in
名
古
屋
＊

26
日
㈭	
教
区
顧
問
会
＊

27
日
㈮	

ベ
ト
ナ
ム
司
牧
者
の
集
い
＊

28
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

28
日
㈯
～
29
日
㈰　

名
古
屋
教
区
障
害
者

連
絡
会
総
会
・
黙
想
会

30
日
㈪
～
４
月
１
日
㈬　

教
区
中
高
生

会
・
春
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
＊

※�

３
月
の
月
集
（
３
／
19
）
は
中
止
に
な

り
ま
し
た

4
月

５
日
㈰	

女
子
修
道
会
・
在
俗
会
連
盟
総

会

８
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ
＊
／
司
祭
・
助
祭

の
集
い

10
日
㈮	

正
義
と
平
和
定
例
会

11
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会

12
日
㈰	

高
蔵
寺
教
会
50
周
年
ミ
サ
＊
／

中
高
生
会

14
日
㈫	

樹
の
会

16
日
㈭	

月
集
＊
／
教
区
顧
問
会

18
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
レ
ジ
オ
名

古
屋
ク
リ
ア

19
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

21
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

22
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

25
日
㈯	

典
礼
委
員
会

26
日
㈰	

殉
教
者
祭
（
金
沢
卯
辰
山
）
＊

28
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

3
月

12
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会
、
社
会
司
教

委
員
会

23
日
㈪	

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員

会
、
子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁

護
の
た
め
の
デ
ス
ク

24
日
㈫	

南
山
学
園
評
議
員
会

4
月

２
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会
、
子
ど
も
と

女
性
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
デ

ス
ク

21
日
㈫	

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

27
日
㈪	

大
阪
教
会
管
区
青
年
司
牧
会
議

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
3
月
の
炊
き
出
し
　
木
５
日
布
池
、

12
日
東
海
・
南
山
・
樹
の
会
、
19
日
聖
霊
・

南
山
、
26
日
城
北
橋　

金
６
日
喜
望
の

会
、
13
日
恵
方
町・Ａ
Ｊ
Ｕ
、
20
日
南
山
、

27
日
布
池

人
事
異
動 

（
１
月
17
日
発
表
）

○�

東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
へ　

浅
井
太

郎
（
岡
崎
教
会
主
任
）

○�

三
馬
教
会
小
教
区
管
理
者　

古
川
利
雅

（
日
比
野
・
八
熊
教
会
主
任
）

○�

宇
治
修
道
院
へ　

三
上
和
久
（
三
馬
教

会
主
任
）

東日本大震災　福島原発事故

犠牲者追悼・復興祈願の日
～宗教・宗派を越えてつなぐ祈りの手～

日　時　3月11日（水）‌�13：00～15：40
会　場　カトリック布池教会大聖堂　名古屋市東区葵1丁目12-23
プログラム
　　　　12：00　開場
　　　　13：00　開会
　　　　　講演　「福島を我が事として考えてもらいたい」
　　　　　講師　栗村桂子さん
　　　　14：46　黙祷
　　　　14：48　諸宗派の祈り
　　　　15：40　閉会
　　　　手話通訳・要約筆記あります。
協　力　聖歌隊南山大学スコラ・カントールム
問合せ・連絡先　福信館3.11実行委員会事務局
　　　　☎052-935-7180　Fax 052-935-7195

第33回四旬節黙想会 ～障害を持つ人々とともに～
テーマ　「信仰を守ること、つなぐこと」
　　　　～美濃尾張キリシタン殉教者を通して～

指導司祭　浅井太郎神父（岡崎教会主任司祭）
日　時　3月28日（土）　‌�12：00　受付 

13：00　教区障害者連絡会・総会 
14：00　黙想会・開始

　　　　3月29日（日）　15：30　黙想会・閉会
会　場　南山学園研修センター　名古屋市昭和区広路町隼人30
参加費　1泊2日9,000円、日帰り3,000円
申込締切　3月9日（月）
　　　　申込みは Fax または郵送でお願いします。
申込先　カトリック名古屋教区障害者連絡会事務局
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　教区カリタス福祉委員会室内　Fax 052-841-2225
主　催　カトリック名古屋教区障害者連絡会
　　　　名古屋教区カリタス福祉委員会

祝賀ミサ・パーティ
日　時　3月20日（金・祝）
　　　　14：00～17：00
場　所　�カトリック布池教会 

大聖堂及び地下ホール
内　容　�14：00から祝賀ミサ、

およびパーティー
会　費　無料
連　絡　�駐車場はありません。

公共交通機関をご利用
ください。

主　催　カトリック名古屋教区
連絡先　�カトリック名古屋教区

センター内
　　　　宣教司牧評議会事務局
　　　　☎052-936-8366
　　　　Fax 052-935-2254
・・・・・・・・・・・・・・

2020年　司祭・修道者・奉献生活者の金銀祝

　名古屋教区で宣教活動の先頭に立って働いてこられた司祭、修道者、奉献生活者の方々をお祝いします。
祝賀ミサに参加できない方々も、金・銀祝を迎えた方々のために、神様の豊かな祝福をお祈りください。

　司祭、修道者、奉献生活者で、今年、金銀祝を迎える方々は次
の通りです。

（司祭叙階　金祝）
上村　勉神父	 （神言修道会）
深堀　進神父	 （神言修道会）
森山勝文神父	 （神言修道会）
山内信行神父	 （フランシスコ会）
グラハム ジョン神父	 （聖心布教会）
ヤマス ジュゼップ神父	 （クラレチアン宣教会）
（司祭叙階　銀祝）
クチツキ ヤヌシュ神父	 （神言修道会）
（修道者・奉献生活者誓願　金祝）
Br. 斎藤　進	 （コンベンツアル聖フランシスコ会）
Sr. 安田眞喜子	 （幼き聖マリア修道会）
Sr. 小島美榮子	 （聖マリアの無原罪教育宣教修道会）
Ms. 井村浩子	 （聖マリア在俗会）
Ms. 須藤ヨシ子	 （聖マリア在俗会）
Ms. 吉崎敏栄	 （聖マリア在俗会）
（修道者・奉献生活者誓願　銀祝）
Br. 伴　敏	 （神言修道会）
Sr. 村山博美	 （幼き聖マリア修道会）

訃 

報 

ヨ
ハ
ネ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
神
父
（
神
言
会
）

２
月
11
日
帰
天
。
86
歳
。
１
９
３
３

年
６
月
20
日
ド
イ
ツ
生
ま
れ
。
57
年

初
誓
願
。
61
年
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ

で
終
生
誓
願
。
62
年
２
月
２
日
司
祭

叙
階
。
63
年
来
日
。
65
年
～
66
年
吉

祥
寺
教
会
助
任
司
祭
。
66
年
～
02
年

南
山
大
学
教
員
。
79
年
～
84
年
南
山

短
期
大
学
学
長
。
81
年
～
87
年
南
山

高
等
・
中
学
校
校
長
。
教
職
の
か
た

わ
ら
、
ロ
ゴ
ス
・
セ
ン
タ
ー
館
長
も

務
め
た
。
大
学
退
職
後
、
02
年
～
08

年
多
治
見
修
道
院
院
長
。
08
年
～
09

年
長
浦
教
会
主
任
司
祭
。
12
年
～
15

年
半
田
教
会
主
任
司
祭
。

「
寝
た
き
り
で
お
世
話
に
な
る
よ
り

も
、
突
然
の
死
を
い
つ
も
望
ん
で

い
た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
さ
ん
で
し
た
。

彼
の
望
み
通
り
の
死
に
方
だ
っ
た
」

（
ヴ
ァ
ル
ギ
ー
ス
神
父 

通
夜
の
説
教

よ
り
）


